日本混相流学会

２００３年度第２回理事会　議事録
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議　　事

議事に先立って、井小萩会長より将来構想WG報告に基づく改革推進に関しての挨拶があった。

1． 第1回理事会議事録の確認[配布資料2003-2-01]
　既に配布済の第１回理事会議事録（案）について、事前のメイルでの検討を踏まえて、特に変更箇所が無いことを理事会出席者全員で確認し、議事録として承認した。
２．報告事項

2.1 役員名簿の確認 [配布資料2003-2-02]
　配布資料に基づいて、役員名簿の確認を行った。

2.2 情報部会 [配布資料2003-2-03]

　資料を基に，斎藤部会長より報告がなされた。

· 出版委員会については、8/26に委員会を開催し、9月号の掲載内容について審議した。

· インターネット委員会については、阿部前委員長より内山委員長への引継ぎが行われた。

· ハンドブック出版委員会については、原稿が出揃い出版社と打ち合わせ中。原稿の仕上がり状況や印刷の進行具合等の詳細について、斉藤部会長より井口委員長へ次回理事会(12/6)への参加を要請し、説明を受けることとなった。

2.3 企画部会 [配布資料2003-2-04]
　賞雅企画部会長より、配布資料にもとづいて報告がなされた。
· 2003年度レクチャーシリーズ委員会委員長候補者として、中川順達先生（東工大）を推薦。
· インターナショナルレクチュアーシリーズについては、菱田公一（慶大）、冨山明男（神戸大）、土屋活美（同志社大）、高木周（東大）の各先生をオーガナイザー候補者として、L.S Fan 教授（Ohio State University）とK.D. Squire 教授（Arizona State University）を講演候補者として、2003年11月もしくは12月に、東大山上会館を予定会場として調整中であることが報告された。現在、講演者の予定との間で最終的な日程を調整中。

· リエゾン研究会の運営規定については、賞雅企画部会長と三島副会長ならびに大川リエゾン担当理事の間で検討中であることが報告された。

· 研究会の決算報告書の書式案については、企画部会で検討中であることが報告された。

· ２００４年度年会講演会・混相流シンポジュウム委員長候補者については、小泉先生(工学院大学)を推薦。

· 第８回OMF（２００４年度）委員長候補者としては、川原先生(熊本大学)を推薦。

· 将来構想WGの答申に対するフォローアップ作業については、三島副会長ならびに稲葉2003年度年会講演会委員長とともに企画部会内で検討中であることが報告された。

2.4 国際交流部会 [配布資料2003-2-05]
　冨山国際交流部会長より、配布資料にもとづいて報告がなされた。

· 国際交流部会として、混相流計測委員会を新設する。

· ICeM委員会として、AESJと協力して現在ニ相流データベースを作成中。

· ICMF委員会としてより、既に国内委員会を２回開催しており、若手支援事業に関する事項を含む報告がなされた。現在、締め切りを約2週間程度延長した上で最終発表件数を確定する予定であること、OSについてはほぼ確定しており、招待講演等については発表件数が確定済みであることが、報告された。

· 日欧二相流専門家会委員会については、ETFSとMultiphase Science and Technologyに論文掲載枠を確保した旨の報告がなされた。

· 年会講演会における国際セッションについては、片岡前委員長を引継いて、昨年の予算と人数と同様の企画にて実施予定であることが報告された。

· インターナショナルレクチュアーシリーズについては、企画部会と合同にて作業中であることが報告された。

· 混相流計測技術国際会議委員会(４th-ISMTMF-2003)については、現在中国側と日程調整中であることが報告された。
· 第３回International Symposium on Modeling and Experimentationについては、アブストラクトの締め切りを10月24日に延期した旨の報告がなされた。
2.5 総務部会 [配布資料2003-2-06]
　阿部総務部会長より、配布資料にもとづいて報告がなされた。特に、英文HP整備についての依頼が各部会長になされた。各部会の英文名は提案のとおりで了承された。

2.6 財務委員会 [配布資料2003-2-07]
　村瀬財務委員長より、年度予算の再確認がなされた。 

2.7 学生会 [配布資料2003-2-08]
　細川学生会担当理事より、配布資料にもとづいて、2003年度の学生会活動計画ならびに実施中の活動について、以下の説明が行われた。

· 2003年度学生会夏季セミナーを計画中であり、既に一部の方には世話役を依頼中である。

· 学生優秀講演賞については、今年度行われた発表に対する評価についての集計を行い、表彰を行うための準備を行った。既に行われた選出過程における評価方法については、その改善方法を検討中。

· 学生優秀講演賞受賞者学生への学会入会勧誘を行う予定。

· 学生会の活動については、お互いのコミュニケーションをより潤滑にし、少ない負担で学生の交流推進を行う方法を検討中。

2.8 年会講演会2004・第23回混相流ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑについて（稲葉委員長）[配布資料2003-2-09]
· OSについては、現在調整中。

· 国際セッションの候補者は3名が確定しており、残りは2名である。

· シンポジウムに対する出席者の確保を要請。

· ホームページは現在準備中。

· 賞雅企画部会長より、ICeMやHP等に利用する上から、英文プログラムを作成してほしい旨の要請があり、稲葉委員長より、実施する旨の回答があった。

· 年会講演会に論文集に対するCD化の提案について討議された。実行委員会ではいずれも対応可能でることから、費用等の問題やHPにオープンすること等も考慮した上で、12月の理事会までに更に検討することとなった。

３．審議事項

3.1 日本学術会議メカニクス・構造研究連絡委員会付置水力学・水理学専門委員会委員候補者[配布資料2003-2-10]

· 日本学術会議メカニクス・構造研究連絡委員会付置水力学・水理学専門委員会委員候補者として，社河内敏彦先生（三重大学）が推薦され，審議により了承された。

· 後任については、会長名で事務局より学術会議に連絡すること、社河内新委員には東現委員より就任依頼の連絡を行うことが了承された。

· 日本学術会議登録団体への申請手続きについて、次回は平成16年10月から12月の間に学術会議HPに掲載される。登録申請は総務委員長の申し送り事項とし、特に、その時期の学術会議HPに注意することとした。（補足事項：日本学術会議に問い合わせたところ、「現在、学術会議のあり方が検討されており、来年春には法的に整備される。その結果、登録団体制度なども大幅に変更される可能性があり、来年4月以降のHPに注意して欲しい」との情報が得られている。）

3.2 レクチュアーシリーズ委員会について[配布資料2003-2-04]
· 2003年度レクチャーシリーズ委員会委員長候補者として中川順達先生（東工大）が、企画部会より候補者として推薦され、了承された。

· レクチャーシリーズ運営委員会委員の選任については、中川先生に一任することが確認された。

· 新委員長の任期については、理事会として2年とし、2年目には次期委員長候補者に委員会に入ってもらうことが望ましい旨、確認された。

· 斎藤情報部会長より、今年度のレクチャーシリーズに関しては、2003年度中に実施するためには、直ちに実施体制を構築することが必要であることが指摘され、賞雅企画部会長より中川新委員長へ連絡することとなった。

3.3 インターナショナルレクチャーシリーズについて[配布資料2003-2-04]
· 企画部会長より報告済みの企画案についての確認が行われた。

· 講師への謝礼や資料代については企画部会や国際交流部会の予算から支出可能であることが確認された。

· 参加費等については、細川学生会担当理事より学生の参加が容易となるよう配慮することが要請された。

· 冨山国際交流部会長より、インターナショナルレクチャーシリーズについては、更に別の新しい企画が計画中であることが報告されたが、今後の新企画に関しては、メイルで報告を行うことで、理事会の事前承認事項ではなく、報告事項として機動的に取り扱うことが了承された。

3.4 リエゾン委員会ならびに関連の規約制定について [配布資料2003-2-04]
· リエゾン活動に関する運営規定については、三島副会長、大川リエゾン担当理事と企画部会で検討中であり、できるだけ早急に運営規定を整備し、リエゾン他学会研究会活動に支障がないように配慮する予定であることが報告され、了承された。

· リエゾン活動については、将来構想WG報告にも重要検討課題として挙げられており、会員増強とも関連し、本学会の活動をより活発化するためにも、決算や会計等を含めたより明確なリエゾン運営ルールについて、担当者の間で議論を進めてゆくことを了承した。

3.5 2004年度年会講演会[配布資料2003-2-04]
· 企画部会より、工学院大学（小泉安郎先生）が候補として推薦され、審議の結果、了承された。

3.6 第8回OMF(2004年度) [配布資料2003-2-04]
· 企画部会より、川原顕麿呂先生（熊本大学）がオーガナイザー候補として推薦され、審議の結果、了承された。

· 冨山国際交流部会長より、オーガナイザーとしては複数人であることが望ましいとの指摘がなされた。

· 賞雅企画部会長より、複数人のオーガナイザーとなる方向で調整がなされることとなる旨の回答があったが、人選等については、川原先生に一任することとなった。

· また、九州地区担当の大田理事に協力の要請がなされた。

3.7 将来構想WG報告書、フォロー報告のフォローアップ

· 三島副会長より、稲葉委員長より提出された将来構想WG報告者を検討中であること、フォらーアップのためにはより参加人数が必要であることが指摘され、更に検討を継続することが了承された。

3.8 ICMF-2004若手研究者参加支援事業[配布資料2003-2-05]
· メイルにて承認済み事項であるが、選考委員に企業メンバーを入れるべきとのコメントに配慮し、村瀬氏を選考委員として追加したい旨の提案があり、村瀬副会長の同意の上で、理事会として了承した。

· また、申し込み締め切り期日の延長を了承した。

3.9 次回日欧二相流専門家会議（開催地：日本、開催年：2006）[配布資料2003-2-05]
· 2006年開催の次回日欧二相流専門家会議の議長を三島副会長、副代表を冨山国際交流部会長とし、京都近辺で開催するという提案がなされ、了承された。

· 本会議については、混相流学会が共催の会議であることから、委員の選任については、今後理事会での審議の必要はなしとすることが了承された。

· 現在役員名簿中に本年９月までと記載されている日欧二相流専門家会議委員長の任期を学会年度末までと変更することを了承した。

3.10 「混相流計測技術国際会議委員会」委員案について[配布資料2003-2-05]
· 山本富士夫先生（福井大学）が委員長として推薦され，承認された．

· 委員候補について報告があった。本委員会については、前年度の例に従い、学会より委員委嘱状を出すこととした。

3.11 日本万国博覧会記念基金助成金の学会からの申請[配布資料2003-2-05]
· 会長名で上記基金に申請を行うことについて説明が行われ、検討の上、了承された。

· 上記基金の獲得が決定した場合、基金の支払いが会議開催後になるため（交付決定は来年３月頃、入金は8月頃になる見込み）、ICMF運営委員会より、学会からの一時的な立替についての要請が行われた。審議の結果、助成交付が決定した場合において、学会予算から一時立替の支出を行うことについて承認した。ただし、東委員より引当金の取り扱い方法の問題点についての指摘等があり、学会としてどのような会計処理方法があるのかについて財務委員長と学会事務局とで検討することとなった。

· 関連して、斎藤情報部会長より、本年度の会計処理はできるだけ早急に行う必要があることが指摘され、確認された。

3.12 学会賞選考 [配布資料2003-2-06]
· 推薦者の募集にあたっては、理事全員がウォッチし推薦母体をしっかりとした上で、できるだけ多数の方を推薦することが望ましい旨の指摘が行われた。

· 本年度は、既に掲載予定の9月号に加えて、12月号にも推薦募集記事を掲載することが了承された。

· 萌芽賞については、学生・大学院生も対象となっていることから、学生会からも推薦を考慮するよう要請が行われた。また、萌芽賞の対象枠については、ICMFを入れることができるよう規定変更を検討することとなった。表彰規定変更については次回以降の理事会において誤字脱字等の修正も含めて検討することを了承した。

3.13 名誉会員推薦について [配布資料2003-2-06]
· 有冨副会長より、名誉会員推薦に当たっては、推薦と選考が重なってもよいことが指摘され、これを了承した。

· 理事会覚書中の、「国際部会担当副会長」は「企画担当副会長」に修正し、副会長はすべて選考委員とする方向で次回検討することとなった。

3.14 評議員候補を推薦する地区代表者について [配布資料2003-2-06]
· 評議員候補推薦者の任期は内規で3年であることを確認した。その上で、井口（北海道地区担当）、井小萩（東北地区担当），清水（九州地区担当）の各地区代表者は任期切れのため交代、また次期会長選出の関係より有冨（関東地区担当）も交代することを了承した。

· 後任に関しては、該当する各地区担当理事（北海道：吉田理事、東北：井小萩会長、九州：大田理事、関東地区：有冨副会長と賞雅担当理事）が検討の上、推薦担当者の候補に確認を行った上で、後任の推薦を行うことを了承した。

· 日程に関しては、9月中には新地区担当の委嘱状の送付を行い、12月には、評議員担当年数の情報が入った「推薦のお願い」に関する依頼文章を出す必要があることを確認した。
3.15 年会講演会2003学生優秀講演賞の選考について [配布資料2003-2-08]
· 細川学生会担当理事から，資料に基づき，年会講演会2003学生優秀講演賞候補者についての選考結果についての報告があり、６名の候補者が講演賞受賞者に相応しいとして推薦され、理事会にて審議の結果、学生会からの原案が了承された．

· なお、今後の審査方法については、更に改善すべき点が指摘され、学生会にて検討を進めることが了承された。

４．その他

4.1 リエゾン関連

· 総務より。マイクロバブルに関連して名古屋の企業より学会加入の申し込みと共同研究についての問い合わせがあった旨の報告があり、稲葉委員長へも3件ほどの問い合わせがきていることが報告された。

· 今後、リエゾン担当理事が窓口になって状況を把握し、それに応じて今後の対応を理事会ベースで検討することとした。

· 担当は講習会講師か大成委員長あるいは名古屋地区担当理事等が対応窓口となる可能性があるが、予算の問題がでるようであれば、理事会としての対応が必要となるが、コンサルタント的であれば問題はない旨の確認がなされた。

4.2 会員数について

· 井小萩会長より、会員数が横ばいであり、今後会員数増強のための戦略を練る必要があることが指摘された。

· 特に、企業の維持会員が減少傾向なので，減らさない努力が必要であること。企業においては、熱心な会員が存在することが重要であることが指摘された。

· 原子力学会熱流動部会のような拠点委員の設置や講演会での発表において会員であることを必要条件とするなどの会員増強のための方策を、村瀬副会長を中心に次回までにたたき台を作成することが要請された。

4.3 アジア混相流シンポジウムについて
· 井小萩会長より、前回大場先生が主催した会議の次回の開催に対するサポートの必要性に関して検討することが提案された。

· アジア地域における研究交流の意義が大きいことを踏まえて、冨山国際部会委員長より大場先生に現状を確認の上、次回の理事会にて報告を受け、更に検討することとなった。

4.4 第３回理事会について

次回は、12月6日、大阪科学技術センタービルにて開催予定。大川理事より総務へ開催場所に関する情報を伝達することを確認。

以上

作成者：阿部豊総務部会長
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